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独立行政法人土木研究所独立行政法人土木研究所

つくば中央研究所つくば中央研究所 材料地盤研究グループ（土質振動）材料地盤研究グループ（土質振動）

建設発生土の場外搬出状況建設発生土の場外搬出状況
調査年度 場外搬出量 うち工事間利用 再資源化施設・内

陸受入地 等

H17 19,518 876 13,656

H20 14,063 744 9,894
単位 万 3
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ハイグレードソイル（ＨＧＳ）とは・・ハイグレードソイル（ＨＧＳ）とは・・

建設工事で発生する様々な建設工事で発生する様々な発生土発生土に各種に各種
機能性材料を組み合わせることで、土を機能性材料を組み合わせることで、土を高高
付加価値化し、付加価値化し、高度で多目的な現場のニ高度で多目的な現場のニ
ーズに対応できる新しい土質材料を提供しーズに対応できる新しい土質材料を提供し
ますます
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ます。ます。

種類種類

HGSHGS気泡混合土工法気泡混合土工法HGSHGS気泡混合土工法気泡混合土工法

HGSHGS発泡ビーズ混合軽量土工法発泡ビーズ混合軽量土工法

HGSHGS袋詰脱水処理袋詰脱水処理（エコ・チューブ）（エコ・チューブ）工法工法

HGSHGS短繊維混合補強土工法短繊維混合補強土工法
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HGSHGS気泡気泡混合土工法は、建設発生土を原材料とし、混合土工法は、建設発生土を原材料とし、

水と固化材、および気泡を混合して盛土材料として利水と固化材、および気泡を混合して盛土材料として利
用するものです用するものです

HGSHGS気泡混合土工法とは気泡混合土工法とは

用するものです。用するものです。
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HGSHGS気泡混合土工法とは気泡混合土工法とは
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各種材料の密度～強度関係各種材料の密度～強度関係



打設状況
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施工例施工例

工事概要工事概要：福岡県：福岡県 道路盛土工事道路盛土工事

使用目的使用目的：現地盤の沈下の低減：現地盤の沈下の低減

橋台土圧低減橋台土圧低減 ρ = 0.8g/cmρ = 0.8g/cm33

１６．８ｍ
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気泡混合土
黒崎堤防（文化財）

不透水シート

不透水シート + 透水シート



施工状況施工状況
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135961

施工例施工例 22（アーチ橋）（アーチ橋）
工事概要工事概要 ：福岡県：福岡県 アーチカルバート盛土工事アーチカルバート盛土工事

使用目的使用目的 ：荷重低減：荷重低減 ρ = 0.71g/cmρ = 0.71g/cm33
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0

AC1 AC2 AC3 AC4 AC5 AC6 AC7

14978 19269 18892 18472 18331 17113 15914 12992

11250
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HGSHGS発泡ビーズ混合軽量土工法とは発泡ビーズ混合軽量土工法とは

発泡ビ ズ発泡ビ ズ

固化材固化材

発泡ビーズ混合軽量土発泡ビーズ混合軽量土

発泡ビーズ発泡ビーズ

発生土発生土
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固化材固化材

湿潤密度と一軸圧縮強さ湿潤密度と一軸圧縮強さ

安定材の増量
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混 合

搬出・運搬・敷均・転圧



適用用途適用用途
発泡ビーズ
混合軽量土発泡ビーズ

混合軽量土

①①軟弱地盤上の盛土軟弱地盤上の盛土 ②②橋台背面の盛土橋台背面の盛土

壁面材

発泡ビーズ
混合軽量土

橋台等

支持杭 軟弱地盤

盛土

軟弱地盤

発泡ビーズ
混合軽量土

③③拡幅盛土拡幅盛土
③③構造物周辺の埋戻構造物周辺の埋戻
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地下構造物

適用事例適用事例 １１

軟弱地盤上道路盛土における施工例軟弱地盤上道路盛土における施工例
・・ジオテキスルタイル補強土（ジオグリッド）工法ジオテキスルタイル補強土（ジオグリッド）工法との併用との併用
密密 度度 ：： ρρｔｔ==１．０５１．０５t/mt/m33

内部摩擦内部摩擦 φφ °°内部摩擦：内部摩擦： φ=φ=２５２５°°
安定材安定材 ：： 追随性を発揮させる為、無添加追随性を発揮させる為、無添加



施施 工工 結結 果果

橋台背面の埋戻し橋台背面の埋戻し

適用事例２適用事例２
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HGSHGS袋詰脱水処理（エコ・チューブ）工法とは袋詰脱水処理（エコ・チューブ）工法とは

河川や湖沼・ため池などに堆積している河川や湖沼・ため池などに堆積している高含水比高含水比

で軟弱な土砂や浚渫土で軟弱な土砂や浚渫土ををジオシンセティックスジオシンセティックスでで

河川や湖沼・ため池などに堆積している河川や湖沼・ため池などに堆積している高含水比高含水比

で軟弱な土砂や浚渫土で軟弱な土砂や浚渫土ををジオシンセティックスジオシンセティックスででで軟弱な土砂や浚渫土で軟弱な土砂や浚渫土ををジオシンセティックスジオシンセティックスでで

作製した透水性の作製した透水性の袋体袋体に充填して、に充填して、脱水を促進脱水を促進

させるとともに、袋体の引張力を利用して積み重させるとともに、袋体の引張力を利用して積み重

ねて、堤体盛土や多自然型護岸などとして有効ねて、堤体盛土や多自然型護岸などとして有効

利用する工法。利用する工法。

袋の持つ濾過機能によ て 土壌に強く吸着して袋の持つ濾過機能によ て 土壌に強く吸着して

で軟弱な土砂や浚渫土で軟弱な土砂や浚渫土ををジオシンセティックスジオシンセティックスでで

作製した透水性の作製した透水性の袋体袋体に充填して、に充填して、脱水を促進脱水を促進

させるとともに、袋体の引張力を利用して積み重させるとともに、袋体の引張力を利用して積み重

ねて、堤体盛土や多自然型護岸などとして有効ねて、堤体盛土や多自然型護岸などとして有効

利用する工法。利用する工法。

袋の持つ濾過機能によ て 土壌に強く吸着して袋の持つ濾過機能によ て 土壌に強く吸着して
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袋の持つ濾過機能によって、土壌に強く吸着して袋の持つ濾過機能によって、土壌に強く吸着して

いるいる環境汚染物質を袋内に封じ込める環境汚染物質を袋内に封じ込めることがでことがで

きる。きる。

袋の持つ濾過機能によって、土壌に強く吸着して袋の持つ濾過機能によって、土壌に強く吸着して

いるいる環境汚染物質を袋内に封じ込める環境汚染物質を袋内に封じ込めることがでことがで

きる。きる。

袋体からの排出水の袋体からの排出水の
SSSS濃度の経時変化濃度の経時変化

袋体の種類にかかわらず,速やかに排出水のSS濃度は低下

SS濃度

(mg/l)
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袋内土砂の減容化状況袋内土砂の減容化状況
周長＝周長＝8m8m 長さ＝長さ＝30m30m 容量＝約容量＝約75m375m3

充填直後充填直後 高さ＝１，３ｍ高さ＝１，３ｍ
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２４２４時間後時間後 高さ＝７０ｃｍ高さ＝７０ｃｍ

６日後６日後 高さ＝４０ｃｍ高さ＝４０ｃｍ

袋体の植生状況袋体の植生状況
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６ヶ月後の６ヶ月後の
植生状況植生状況



充填土（浚渫土）充填土（浚渫土）
充填量充填量
１３．６ｍ１３．６ｍ３３

含水比含水比
平均１，５５０％平均１，５５０％ ＤＸＮｓ＝１３０ｐｇ－ＴＥＱ／ｇＤＸＮｓ＝１３０ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ

ダイオキシン類含有浚渫土の脱水・減量化、封じ込め効果

現地実大実験 施工時期：２００６年

袋詰脱水処理土袋詰脱水処理土
（４０日後）（４０日後）

土土 量量
６．３ｍ６．３ｍ３３

含水比含水比
平均平均 ６５％６５％

液性限界値の８３％液性限界値の８３％
土の液性限界値＝７８％土の液性限界値＝７８％

排出水排出水
高密度織布使用高密度織布使用 浚渫土に凝集剤を添加して充填浚渫土に凝集剤を添加して充填

SSSS＝＝ 13mg/l13mg/l
ＤＸＮｓ＝ＤＸＮｓ＝ 2.42.4ｐｇ－ＴＥＱ／ｐｇ－ＴＥＱ／ll
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排出水排出水
一般土用織布使用一般土用織布使用 浚渫土は無処理土を充填浚渫土は無処理土を充填

SSSS＝＝2,020mg/l2,020mg/l
ＤＸＮｓ＝ＤＸＮｓ＝960960ｐｇ－ＴＥＱ／ｐｇ－ＴＥＱ／ll

排水処理排水処理
上記排出水に凝集剤を添加上記排出水に凝集剤を添加

SSSS＝＝ 7mg/l7mg/l
ＤＸＮｓ＝ＤＸＮｓ＝0.420.42ｐｇ－ＴＥＱ／ｐｇ－ＴＥＱ／ll

汚染土壌対応充填装置汚染土壌対応充填装置

調泥・圧送装置 充填状況

24充填装置 エアーバルブ



施工事例施工事例 １１
2007.2 愛知県

施工全景

充填状況
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充填終了

２年後

施工事例施工事例 ２２
汚染底質封じ込め汚染底質封じ込め工事への適用事例

充填状況充填状況 11ヶ月後積込状況ヶ月後積込状況
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充填充填11ヶ月後ヶ月後 保管ヤード保管ヤード



土に短繊維やセメントを少量混合することで、強度・靭性（ね
ばり強さ）などの力学的特性の向上や、降雨・流水などに対す
る耐侵食性の向上、植生の根の引抜き抵抗の向上といった効果
のある新しい土質材料です。

HGSHGS短繊維混合補強土工法とは短繊維混合補強土工法とは

ポリエステル製短繊維
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現地発生土（粘性土~砂質土）

曲げ強度特性曲げ強度特性
100mm

300mm

曲げ強度試験状況

120

140

160

m
2
)

凡 例

CD
CFD
CFD２

固化材 短繊維 打説方式
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靱性比計算点固化材 短繊維 打説方式

CD ｾﾒﾝﾄ ３％ 無 ドライ

CFD ｾﾒﾝﾄ ３％ ０．１％ ドライ

CFS2 ｾﾒﾝﾄ ５％ ０．１％ スラリー



実物大模型を用いた河川堤防強化対策実験実物大模型を用いた河川堤防強化対策実験

＜試験前＞

耐侵食性耐侵食性

被覆＋敷込み
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被覆のみ

無処理

実物大模型を実物大模型を用いた河川用いた河川堤防強化対策実験堤防強化対策実験

＜試験後＞

耐侵食性耐侵食性

被覆のみ 無処理 被覆＋敷込み
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実験条件：降雨強度 10mm/hr、累積降雨時間 24hr、盛土背面水位 2.3m



製造方法（その１）製造方法（その１） ドライ方式ドライ方式
回転式破砕混合工法回転式破砕混合工法((ﾂｲｽﾀｰﾂｲｽﾀｰ))添加材料

・ベントナイト
・セメント系固化材
・石灰系固化材 等

添加材料
・ベントナイト
・セメント系固化材
・石灰系固化材 等

添加剤

・短繊維
・セメント、など

土質材料（母材）
･建設発生土
・浚渫土
・脱水ケーキ
・各種産業副産物
・礫混じり土
・軟岩
・河床砂礫
・コンクリート塊
・アスファルト塊 等

土質材料（母材）
･建設発生土
・浚渫土
・脱水ケーキ
・各種産業副産物
・礫混じり土
・軟岩
・河床砂礫
・コンクリート塊
・アスファルト塊 等

土質材料
（母材）

・発生土 など
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製造方法（その２）製造方法（その２） スラリー方式スラリー方式
（吹き付け工法）（吹き付け工法）
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製造方法（その３）製造方法（その３） ターボミキサ方式ターボミキサ方式
（ドライ・スラリ両用）（ドライ・スラリ両用）

寒冷地における現地施工実験（宮城県登米市）

ターボミキサ方式のプラント
９ヶ月後の現地状況
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セメント＋短繊維 セメントのみ 左：短繊維あり 右：短繊維なし

適用事例適用事例 １１
河川堤防のり面被覆

砂 質 土
6.46m 9.5~10.5m

6.0m川表 川裏

施工直後（平成５年１１月）

ドレーン工

繊維混合土工
厚さ30cm

6.0m

堤 体

４年５ヶ月後（平成１０年４月）
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適用事例適用事例 ２２ 河川堤防盛土補強工・のり面被覆工

施工断面図
3,000 2,000 2,000 2,000

土羽打ち
3cm

砕石

土羽打ち
3cm

川表側川裏側

し ら す

２ヶ月後

2,012

2,785

3,041600

2,000
2,000

600
300

単位：mm
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適用事例適用事例 ３３ 河川堤防のり面被覆工

他工事発生土

搬入されてきた発生土 短繊維混合補強土 施工状況
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施工後 １年




